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は
じ
少
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今
年
か
ら
成
人
病
健
診
の
方
法
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
以
外
の
四
十
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
成
人
病
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
か
ら
六
月
を
中
心
と
し
た
一
か
月
間
、
集
中
的
に
健
診
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
月
は
、
も
う
す
ぐ
始
ま
る
成
人
病
健
診
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。

年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

成
人
病
健
診
の
案
内
は
届
き
ま
し
た

か
？
　
今
年
の
健
診
は
、
年
齢
や
保
険

加
入
の
条
件
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
自

動
的
に
判
断
し
て
、
五
月
上
旬
、
対
象

者
全
員
に
案
内
通
知
を
さ
し
あ
げ
て
い

ま
す
。町
内
の
健
診
対
象
者
は
約
八
千
人
。

案
内
通
知
に
は
、
健
診
の
日
程
や
会
場

の
案
内
と
、
返
信
用
は
が
き
、
問
診
票

を
同
封
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
は
5
月
2
0
日
ま
で

健
診
の
申
し
込
み
は
、
は
が
き
で
受

け
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

問
診
票
は
前
も
っ
て
記
入
し
て
い
た
だ

き
、
健
診
当
日
に
持
っ
て
来
る
方
法
に

変
更
し
ま
し
た
。

健
診
を
希
望
す
る
人
は
、
予
約
票
（
は

（

が
き
）
に
希
望
す
る
日
を
記
入
し
て
、

五
月
二
十
日
ま
で
に
届
く
よ
う
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。
切
手
は
張
ら
な
く
て
結

構
で
す
。
ま
た
、
健
診
を
受
け
な
い
人

も
そ
の
理
由
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
の
健
診
に
役
立
て
ま
す
。

年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の

機
会
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。



へ
ｔ

わ
ず
か
1
0
ｃ
ｃ
の
血
液
で

1
2
項
目
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
ま
す
。

町
の
健
診
は
、
成
人
病
、
胃
が
ん
、

肺
が
ん
の
三
つ
を
セ
ッ
ト
で
行
っ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
希
望
に
合
わ
せ
て
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

成
人
病
の
健
診
は
、
医
師
に
よ
る
診

察
の
は
か
、
肥
満
度
、
血
圧
、
尿
、
血

液
な
ど
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中

で
も
血
液
検
査
は
、
わ
ず
か
十
ｃ
ｃ
の

血
液
か
ら
、
貧
血
の
検
査
、
動
脈
硬
化
に

関
係
の
深
い
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の

脂
質
検
査
、
肝
炎
や
肝
臓
機
能
の
検
査
、

糖
尿
病
の
検
査
な
ど
、
十
二
項
目
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
た
ん
ば
く

尿
検
査
は
、
尿
の
中
に
含
ま
れ
る
蛋
白

や
糖
な
ど
の
反
応
を
調
べ
る
こ
と
で
、

“
し
．
Ａ
’
こ
つ

腎
臓
の
病
気
や
糖
尿
病
の
発
見
に
役
立

ち
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
成
人
病
健
診
は
い
ろ

い
ろ
な
検
査
を
行
い
ま
す
。
正
確
な
結

果
を
得
る
た
め
に
、
健
診
日
と
そ
の
前

日
は
食
べ
物
や
飲
み
物
を
制
限
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
案
内
通
知
の
注
意

書
き
を
守
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

車
も
二
年
に
一
度
車
検
が
あ
り
ま

す
。
新
車
で
も
十
万
円
く
ら
い
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
「
自

分
の
か
ら
だ
」
の
た
め
に
、
い
く
ら
お

金
を
か
け
て
い
ま
す
か
？

わ
た
し
た
ち
の
体
は
車
の
よ
う
に
簡

単
に
部
品
を
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
＼

十
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。
）
　
三

つ
合
わ
せ
て
も
わ
ず
か
に
千
五
百
円
で

す
。
つ
ま
り
、
差
額
の
一
万
五
百
円

は
、
国
、
県
の
補
助
金
や
町
の
費
用
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

あ
な
た
の
か
ら
だ
、
気
に
な
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
千
五
百
円
で
自

か
ら
だ
に
投
資
し
て
い
ま
す
か

せ
ん
。
自
分
の
体
と
一
生
つ
き
あ
っ
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
で
行
っ
て
い
る
成
人
病
、
胃
が

ん
、
肺
が
ん
の
三
つ
の
健
診
に
は
、
一

人
当
た
り
約
一
万
二
千
円
の
費
用
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
受
診
者
の

負
担
は
そ
れ
ぞ
れ
五
百
円
（
た
だ
し
、

生
活
保
護
世
帯
、
非
課
税
世
帯
、
七
＼

分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
せ
ん
か
1
無
駄

な
男
物
に
な
る
か
、
価
値

あ
る
投
資
に
な

る
か
、
果
し
て

ど
ち
ら
で
し
ょ

う
か
。

月・日 健　 診　 会　 場　 ｌ結果の説明会

5 月31日㈱ 中　 央　 公　 民 ‾館 ア即 2日姉 ・、

6 月6 日㈹ おかの台町民体育館 7 月19日㈱

6 月8 日綿 勤労者体育館（役場前半 7 郎 坤 酢

6 月15日㈱ 吉　 田　 武　 道　 館 7 月26日㈱

6 月18即日） 猪熊小学校体育館 8 郎 球 畑

6 月20日囲 おかの台町民体育館 8 月2 日㈱

6 月2細憾 中　 央 、＿公＿　居　 館 即 吟 庫 樟

6 月25日（日） 中　 央　 公　 民　 館 8 月9 日㈱

6 月27日的、 憲　 由′・漉、′‾・‾道 、＿館 ．8 月9 郎軒

6 月29日的 勤労者体育館（役場前） 8 月16日㈱

7 月1 日周 ・車　 窓、：・云 ′、居　 館 －．事如 雇廟

12月2 日（日） 中　 央　 公　 民　 館 1 月17日的

●申し込み締め切り日　 5 月208 まで＿．（必療「こ

●申し込み方法

検診予約票はがきはこ、希望する田を記入レオ軒 、

し込んでください。

●定員　 成人病288人、胃かん158人、．肺密尤2㊦太一、．、‾．′

●料金　 成人病58 円、胃かん ∞軋 肺がん 傭鐸言・

・受付時間 各会場とも午前由時3碑 か弊 嘩 率 隼

健
診
の
結
果
は
翌
月
お
届
け
し
ま
す

異
常
が
あ
っ
た
人
は
説
明
会
に
ど
う
ぞ

健
診
の
結
果
は
約
一
か
月
後
に
お
届

け
し
ま
す
。
異
常
が
あ
っ
て
も
、
な
く

て
も
、
必
ず
受
診
し
た
人
全
員
に
封
書

で
お
送
り
し
ま
す
。

「
健
診
結
果
の
お
知
ら
せ
」
に
は
、

そ
の
人
の
検
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
日

常
生
活
の
工
夫
の
仕
方
や
、
精
密
検
査

の
内
容
な
ど
、
一
人
一
人
に
あ
っ
た
医

師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

●

健
診
の
結
果
、
指
導
が
必
要
な
人
や

病
院
に
か
か
っ
た
方
が
よ
い
人
に
は
、

「
健
診
結
果
の
説
明
会
」
を
開
い
て
い

ま
す
。
健
診
を
受
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な

い
で
、
結
果
を
し
っ
か
り
見
つ
め
る
こ

と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

都
合
で
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
人

は
「
健
康
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

毎
月
第
一
金
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
、

保
健
婦
が
説
明
し
て
い
ま
す
。
相
談
に

は
必
ず
結
果
表
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ

さ
い
。
会
場
は
役
場
一
階
の
健
康
相
談

室
で
す
。
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5
年
間
の
健
診
か
ら

りんこう

こ
ん
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

過
去
五
年
間
の
成
人
病
健
診
の
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
あ
ら
ま
し

を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
受
診
し
た
人
の
数
で
す
が
、
昭

和
五
十
八
年
度
か
ら
昭
和
六
十
二
年
度

の
五
年
間
で
、
延
べ
三
千
九
百
二
十
二

人
が
健
診
を
受
け
て
い
ま
す
。
年
代
別

に
み
る
と
六
十
代
が
最
も
多
く
、
次
い

で
五
十
代
、
四
十
代
の
噸
と
な
っ
て
い

ま
す
。
六
十
代
の
人
が
多
い
の
は
、
会
社

を
退
職
し
、
職
場
の
健
診
を
受
け
る
機

会
の
な
い
人
が
多
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

●
特
に
増
え
た
四
十
代

受
診
者
数
を
年
ご
と
に
比
べ
て
み
る

と
、
五
年
間
で
約
二
倍
に
増
え
て
い
ま

す
。
五
十
八
年
度
の
受
診
者
四
百
八
十

七
人
に
対
し
、
六
十
二
年
度
は
千
三
十

八
人
。
特
に
、
四
十
代
の
人
は
二
・
五

倍
以
上
に
増
え
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
の
人
が
健
康
に
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。
成
人
病
は
長
い
生
活
習
慣
が

影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
で
は
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
進
行

し
て
い
ま
す
。
若
い
時
か
ら
健
診
を
受

け
る
こ
と
で
、
日
ご
ろ
の
生
活
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

健
診
結
果
が
よ
い
と
、

安
心
し
て
仕
事
が
で
き
ま
す

健
診
の
結
果
は
、
異
常
な
し
、
要
指

導
、
要
医
療
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
は
信
号
に
例
え
る
と

青
、
黄
、
赤
と
い
う
こ
と
で
す
。
町
の
＼

一再－－－－－－－－－－－－－－－－－－｛ｌ1－－－－‥－－－1－－．－－－－‥‥…－……………－－－－一‥1－－－一一－－－－－ど一－…一…‥～‥隷一

健診結果の内訳

健
診
は
毎
年
受
け
て
い
ま
す
。
幸
い

こ
れ
と
い
っ
た
異
常
も
な
く
、
健
康
に

恵
ま
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

町
の
健
診
は
料
金
が
安
い
し
、
会
場

も
近
く
だ
か
ら
有
り
難
い
で
す
ね
。
そ

れ
に
保
健
婦
さ
ん
の
笑
顔
が
と
て
も
す

て
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

結
果
が
良
い
と
安
心
し
て
仕
事
が
で

き
ま
す
。
主
人
や
息
子
に
も
、
毎
年
受

け
る
よ
う
勧
め
て
い
る
ん
で
す
よ
。

■
保
健
婦
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
　
ー

健
康
は
宝
で
す
ね
。
ま
す
ま
す
元
気

で
仕
事
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。



＼
健
診
で
は
全
部
で
十
七
項
目
の
検
査

を
し
て
い
ま
す
が
、
五
年
間
の
健
診
で

い
ず
れ
か
の
検
査
に
異
常
値
が
出
て
い

た
の
は
受
診
者
の
七
割
。
そ
の
内
訳

は
、
赤
信
号
が
約
四
割
、
黄
信
号
が
三

割
と
い
う
結
果
で
し
た
。

こ
れ
を
年
代
別
に
比
べ
る
と
、
や
は

り
高
年
齢
に
な
る
ほ
ど
異
常
の
割
合
が

高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
検
査
項
目
に
異

常
値
が
多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ヽ
一
′

⑤
尿
　
潜
　
血
　
　
　
　
1
4
・
9
％

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
中
性
脂
肪
の

異
常
は
、
高
脂
血
症
を
蓑
づ
け
る
デ
ー

タ
ｔ
で
す
。

高
脂
血
症
と
は
、
血
液
中
に
コ
レ
ス

受
診
者
三
千
九
百
二
十
二
人
の
う
ち

異
常
値
が
多
か
っ
た
項
目
の
ワ
ー
ス
ト

フ
ァ
イ
ブ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
　
2
4
・
6
％

⑧
中
性
脂
肪

⑧
高
　
血
　
圧

④
肥
　
　
　
満

1

7

・

7

％

1

7

・

2

％

1

5

・

9

％

異 常値 が 多か った検 査項 目ワ ー ス ト5

総コレステ
ロール

中性脂肪

高血 圧

肥　　 満

屈潜 血

ｌ40～49歳 ！50～59歳 ｉ　　　 ；60～69歳 70歳以上
儲 ． 墾　　　　　　　　　 可 964

ｌ　　　　　　　 ｌ
亜寮 ；率 ．；　　 ｉ－ｊ釦．

695

76

15
渦 1豆．ノー　　　　　 131 ．、】

瀾 東 上 東 湖 鑑 渡 瀬 距
623

855倒 ‾、、．、・壷 ′．′謝 ．′、可

讐竺旦一㍍ 200人　　 400人　　　 600人　　　 800人

（
、

テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
な
ど
の
脂
質
が

多
す
ぎ
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
動
脈
硬
化

こ
ｉ
ノ
そ
く

を
お
こ
し
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
を
お

こ
し
ま
す
。
脂
っ
こ
い
も
の
を
好
み
、

ほ
と
ん
ど
運
動
を
せ
ず
、
し
か
も
ヘ
ビ

ー
ス
モ
ー
カ
ー
…
…
こ
ん
な
人
が
最
も

危
険
で
す
。

高
脂
血
症
の
予
防
に
は
、
禁
煙
や
適

度
な
運
動
を
心
が
け
、
肥
満
を
解
消
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

病
気
を
見
つ
け
ら
れ
る
の
が
い
や
だ
か
ら

一
皮
も
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

－
1
－
一
ｌ

一
1
－
一
－
苧
ｌ
ｌ
と
．
竃

コンピューターも、健康づくりに
一役買っています。

成
人
病
健
診
で
す
か
？
一
度
も
受
け

た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
事
が
忙
し
く
て

時
間
が
と
れ
な
い
し
、
自
分
の
体
は
自

分
が
一
番
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
病
気
を
見
つ
け
ら
れ
る
の
は

怖
い
で
す
か
ら
ね
…
…
。

で
も
、
そ
ろ
そ
ろ
病
気
が
気
に
な
る

年
齢
。
母
が
糖
尿
病
で
し
た
か
ら
、
健

康
に
は
気
を
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
保
健
婦
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
　
ー

体
が
資
本
で
す
。
気
軽
に
健
診
会
場

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

せ
っ
か
く
の
健
診
で
す

結
果
を
自
分
の
も
の
に

し
て
く
だ
さ
い

県立遠賀病院

院長　矢野　隆さん

町が実施する成人病健診
の結果説明会で健康教育
の指導をしていただいて
います。

●その人に応じたアドバイスを
しています

町が行った健診の結果は、みなさんの自宅

に届けられています。でも、内容を正しく理

解できなくては、せっかくの健診も健康づく

りに役立ちません。町では、この結果をさら

に自分のものにしていただくために、説明会

を開いています。

私はこの説明会で、みなさんにデーターの

読み方などをお話ししていますが、限られた

検査の中で総合的な判断をすることは、わた

しどもにとっても苦労するところです。例え

ば、中性脂肪や肝機能の検査にしても、人に

よってそれぞれ意味か異なる場合があります。

コレステロールが高い場合でも、善玉が多い

のと、悪玉が多いのでは意味が違ってきます。

検査結果が正常値を少しはずれていたからと

いって、必ずしも異常とは限らないのです。

説明会では、ひとりひとりに直接お尋ねし、

「この結果はこのように考えてください」と、

その人に応じた話をしています。

●健やかに老いるためには
やはり努力が必要です

健診の結果は、これからの健康づくりに役

立てていただきたいと思います。毎年の健診

を受けることで、自分の健康状態を理解し、

異常があれば食事や生活習慣を見直すことも

大切です。健やかに老いるためには、やはり

努力が必要です。

昨年の健診からは、高脂血症の人か多いこ

とが分かりました。今年の説明会はこれに焦

点をあててみたいと思います。



1000ｍの

トラックが

完成しました

遠賀川の河川敷に建設していた
第2公園（机）と第4公園（猪熊）

が完成し、今月から利用できるよ

うになりました。広さはそれぞれ
約1万3000がと3万が。両公園の

建設には合わせて約1億3000万円

の費用が投入されました。
この公園は、幼児からお年寄り
まで家族みんなで楽しめます。芝

生広場、多目的運動広場、砂場の
はか一周が1000桝の細長いトラッ

ク（写真）も整備されました。き
っそく早朝からジョギングを楽し

む姿もみられます。町では今後、

第5公園やサイクリングロードの
整備を計画しています。汗ばむ季

節が近づきました。水辺の公園で
どうぞ憩いのひとときを．／

春の交通安全県民運動の一環と
して4月11日、老人憩の家「えぶ

り山荘」で、お年寄りを対象にし

た交通安全教室が催されました。
約40人のお年寄りを前に、折尾

署の永島婦警ら4人が夜桜見物に

出かける老夫婦にふんして寸劇を
披露。黄色い服のおばあちゃんは

草がよけたのに、窯っほい服のお
じいちゃんは危うく事故にあいそ

轟詣芝孟孟霊誓票孟禁雷、

婦警さんが寸劇で

交通安全をＰＲ

事故から身を守る工夫をユーモラ
スに演じました。今年に入ってか

ら、道路を横断中のお年寄りの事
故が増えています。長い人生に比

べれば信号を待つぐらい短かいも
の。信号は青にかわるのを待って

渡るようにしてくださいね。

80戸のアパートを

建設します
愛称は「サン・コーポラス水巻」

雇用促進事業団アパートの建設
工事がスタートしました。

4月14日の安全祈願祭には、地

元の代表者や工事関係者など約30
はらい

人が参加。四万枚や地鏡の儀（写

真）が行われ、工事の安全を祈り
ました。
アパートが建設されているのは

古賀団地の横にある約6100〝タの敷

地です。今年4月から来年2月に

かけて鉄筋コンクリート五階建て
の住宅2棟が建てられます。

住宅の愛称は「サン・コーポラ
ス水巻」。職業安定所の紹介で移

転就職した人などに、安い家賃で
提供するもので、戸数は80戸。

雇用促進事業団の話では、工事
が完成する来年2月ごろから入居

者を募集する予定です。

高
　
橋
　
啓
　
太
く
ん

昭
和
6
3
年
5
月
1
3
日
生
ま
れ

ケイくん、一歳おめでとう。

寝返りができた日のこと、ウンチを

飛ばしたこと、みんな覚えているよ。

さあこれからの一年は、裕美姉ちゃ

んとのふれあいの中、どんなふうに仲

びてゆくのかな。

頃未1263－9（簑佐享）さんの長男



あじいちや山と勺ウノ⊃掘り

机の室井貫蔵さんの竹林で、町立保育園のチビッコた

ちがタケノコ掘りを楽しみました。

手に手に小さなシャベルを持った年長児たちが、タケ

ノコのまわりの土を懸命にかき上げます。そして「おじ
くわ

いちゃ－ん」と呼ぶと、おじいちゃんが鍬で一気に掘り

あげてくれます。

「子供たちの喜ぶ姿を見るとうれしいですね。これか

らも出来る限り続けたいです。」と、今年94歳になる室

井さん。全く年齢を感じさせない元気さです。

この日掘ったタケノコは大小まぜて約50本。園に持ち

帰って絵をかいたり、給食の味ごはんにしておいしく食

べたりしました。

ビわどわの一年生です
4月7日、町内5つの小学校で入学式が行われました。

今年の新一年生は406人。数年前に比べるとちょっぴり

減っています。

吉田小学校の新入生は67人。講堂で「1年1組は、た

なかちえこ先生、1年2組はふちがみせつこ先生です。」

と担任の紹介があると、もうみんなコチコチです。でも、

6年生一人一人から「いっしょに遊ぼうね。」と歓迎のあ

いさつを受け、大きな声で「お弁当箱のうた」を合唱し

たら、すっかり笑顔が戻りました。

あれからもう1か月－。小さな体に大きなランドセ

ルを背負って、お兄さんやお姉さんに手を引かれ、元気

に登校する姿が見られます。車に気を付けてね。

エビネの花が咲きました

みずほ団地の伊藤鶴睾さん（69歳）の庭一面に、白や

黄色のエビネが咲き、近所の人の目を楽しませています。

「同じ株から全く違った色や形をした花が咲く……こ

れがエビネの面白いところです。」と、現在人工交配に

よる新品種作りにチャレンジしている伊藤さん。

13年前、山の中で見つけて自宅に植えたのが栽培のき

っかけで、今では500株のエビネが庭を占領するほどの

凝りようです。

エビネとは、野生ランの一種で根の形がエビに似てい

るのが名前の由来。西日が当たらない水はけのよい所に

植えるのが栽培のコツだそうです。今年は暖冬のせいか

去年の半分しか咲かなかったのが残念でした。

ともしびの会に表彰状
町内のボランティアグループ「ともしぴの会」に3月

下旬、県地域福祉振興基金から、しあわせの輪基金賞が

贈られました。

ともしぴの会は会員約80人。小説や本の点訳、広報の

朗読、手話などを通じて、目や耳の不自由な人たちに奉

仕活動を続けています。点訳の部では、今年中学生にな

った全盲の少女のため、教科書を点訳する作業を続けて

いますが、わずか50ページの点訳に5か月を費やすほど、

とにかく根気のいる作業です。

「目立たない仕事が認められてうれしい。これからも

コツコツ続けます。」と、受賞の喜びを語るのは服部幸子

さん（頃末・写真中央）。会では現在会員を募集しています。



昭
和
六
十
三
年
度
の
「
四
か
月
児
健

康
相
談
」
は
、
対
象
児
三
百
六
人
の
う

ち
、
八
一
郡
に
あ
た
る
二
百
四
十
九
人

の
赤
ち
ゃ
ん
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

四
か
月
児
健
康
相
談
で
は
、
赤
ち
ゃ

ん
の
体
重
と
頭
園
を
は
か
り
、
六
項
目

の
運
動
発
達
を
観
察
し
て
い
ま
す
。

生
後
四
か
月
に
な
る
と
、
首
も
す
わ

り
、
表
情
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。
赤
ち

ゃ
ん
の
場
合
、
運
動
機
能
の
発
達
は
知

能
の
発
達
と
ほ
ぼ
平
行
し
ま
す
。

す
か
。
両
手
を
口
の
中
に
入
れ
て
、
手

の
感
触
を
楽
し
む
時
期
で
す
。
受
診
者

あ
が
ら
な
い
赤
ち
ゃ
ん
は
、
バ
ス
タ
オ

ル
な
ど
で
ロ
ー
ル
を
作
っ
て
、
脇
の
下

に
は
さ
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
二
、

首
が
す
わ
っ
て
い
ま
す
か

床
か
ら
九
十
度
の
角
度
で
足
と
足
を
こ

す
り
あ
わ
せ
て
い
る
乳
児
は
七
七
パ
ー

セ
ン
ト
。
四
十
五
度
の
角
度
は
一
三

パ
ー
セ
ン
ト
。
あ
わ
せ
て
約
九
割
の
乳

児
が
、
四
十
五
度
以
上
の
角
度
で
足
と

両
手
を
持
っ
て
体
を
四
十
五
度
く
ら

い
に
起
こ
し
て
み
ま
す
。
頚
が
後
ろ
に

下
が
ら
ず
、
背
中
と
平
行
か
胸
の
万
に

向
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
「
首
が
す
わ
っ

て
い
る
」
と
い
い
ま
す
。

手
と
手
を
か
ら
ま
せ
て

遊
ん
で
い
ま
す
か

0昭和28年　牛が引いている
のは当時のバキュームカー
です。　　（現吉田片山）

0昭和29年　片山商店街で立
ち話をしている魚の行商人

（現吉田片山）

0昭和29年　買物帰りの主婦
の長話に、くたびれてしま
った女の子（現吉田片山）

あ
お
む
け
に
ね
せ
た
時
、
体
の
中
央

で
手
と
手
を
か
ら
ま
せ
て
遊
ん
で
い
ま

い
つ
も
あ
お
む
け
に
し
て
い
る
と
、

腹
ば
い
は
不
得
意
で
す
。
お
ふ
ろ
あ
が

り
な
ど
に
練
習
し
ま
し
ょ
う
。ｒ

大
き
な
音
に
び
っ
く
り
し
た
り
、
ガ

ラ
ガ
ラ
の
音
に
ふ
り
む
い
た
り
、
聞
こ

え
の
チ
ェ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。

●

健
康
対
策
課
で
は
、
生
後
四
か
月
に

な
る
と
、
は
が
き
で
個
人
通
知
を
し
て

い
ま
す
。
四
か
月
児
相
談
で
は
運
動
発

達
の
観
察
の
ほ
か
、
育
児
に
対
す
る
不

安
や
悩
み
の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
け
っ
こ
う
で
す
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

35年前のくらし
げた、馬車、自転車……。

忘れていたあのころを思い出す

人も多いのではありませんか。

ｒ
一



ここがポイント

こ
ん
な
と
き
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
入
方
法
は
下
の
表

の
と
お
り
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
三
つ

の
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

農
業
や
自
営
業
の
人
と
そ
の
家
族

（
第
一
号
被
保
険
者
）
は
、
自
分
で
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
第
二
号
）
と
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
（
第
三
号
）
は
、

厚
生
年
金
な
ど
の
保
険
科
の
中
か
ら
支

払
わ
れ
ま
す
か
ら
、
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

成
人
、
就
職
、
結
婚
、
退
職
と
い
っ
た

人
生
の
節
目
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
種
別
の
変
わ
り
目
で
も
あ
り
ま
す
。

下
の
表
に
示
す
よ
う
な
理
由
が
生
じ

た
時
に
は
、
な
る
べ
く
早
め
に
役
場
の

国
保
年
金
係
に
種
別
変
更
の
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
女
性
の
場
合
は
、
結
婚
に
よ
っ

て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
に
な
っ
た

り
、
ご
主
人
の
退
職
に
よ
っ
て
自
分
で

倶
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

っ
た
り
と
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ

て
年
金
の
種
別
が
変
わ
り
ま
す
。

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
年
金
を

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
あ

な
た
は
も
う
届
け
出
を
済
ま
せ
ま
し
た

か
？
も
う
一
度
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

． ．　　 漂　　 ・　　　　 由 津別の要一善』Ｏｇ■患■ｌｌ煎巨遥頓正調は

会社を退職して自営業になったとき 第2号→第1号
種別変更届

（第1号被保険者該当）夫か退職したとき・夫と離婚したとき・妻本人 第 3号→第 1号
の収入が増加したとき

自営業者がサラリーマンになったとき 第 1号→第 2号 種別変更届
（第2号被保険者該当）サラリーマンの妻が就職したとき 第 3号→第 2号

家事手伝いの人が結婚してサラリーマンの妻に 第 1号→第 3号
種別変更届

（第 3号被保険者該当）

なったとき

ＯＬが結婚退職してサラリーマンの妻になった 第 2号→第 3号
とき

夫か転職して、共済舶合から厚生年金保険へ加
第3号→第 3号 種別確認届入制度が変わったとき

繰り上げ請求は

考えましょう

老齢基礎年金は65歳から支給されま

すが、本人の希望によって60歳から繰

り上げて年金を受けることもできます。

ただし、繰り上げ請求をすると年金

が早く受けられるかわリに∴次のよう

な不利な点がでてきます。

暮一生減額された年金を受けなければ

なりません。65歳になっても支給率

が引き上げられることはありません。

●繰り上げ受給の支給率

請求時の年齢　　年金の支給率

6 0 歳 董葺髄鰯麗

6 1 歳

6 2 歳

6 3 歳

6 4 歳

6 5 歳

ｅ

名車

Ｏｔ°

楠

細途中で繰り上げ請求の取り消しはで

きません。

■厚生年金の加入期間がある人は、老

齢厚生年金の特別支給が受けられな

くなります。

暮厚生年金保険に加入すると年金が止

められます。

■障害者になっても障害基礎年金が受

けられません。

これらのことを十分知ったうえで請

求するようにしましょう。詳しくは役

場の国保年金係で相談してください。



●
対
象
者
　
三
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

小
中
学
生
は
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

小
学
生
は
一
・
二
・
五
年
生
、
中
学

生
は
二
年
生
が
対
象
で
す
。

●

期

　

間

　

　

5

月

1

5

日

～

6

月

3

0

日

●
接
種
場
所
　
町
内
の
各
医
院
で
診
療

時
間
内
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
方
法

▽
初
め
て
の
人
＝
一
週
間
か
ら
二
週

間
の
間
隔
で
二
回
接
種
し
、
来
年
も

女性の悩み
引き受けます

′夫の暴力に困っている。
′結婚・離婚・男女間題で悩
んでいる。
′人に言えない悩みがある。

瑠♭
そんな時は婦人相談員
℡60ト2121遠賀福祉事務所内

労
働
保
険
料
の
申
告
と
納
付
は

5
月
1
5
日
ま
で
で
す

事業主の
みなさんへ

と　き　5月15日

午前10時～午後3時30分

ところ　八幡公共職業安定所

問い合わせ

福岡県労働部雇用保険課

℡（092）641－4865

う
一
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
（
基

礎
免
疫
が
で
き
ま
す
）

▽
追
加
接
種
＝
基
礎
免
疫
が
で
き
て

い
る
人
は
、
三
年
毎
に
一
回
受
け
て

く
だ
さ
い
。

●
料
　
金

一
回
に
つ
き
八
百
十
円
。
た
だ
し
、

中
学
生
以
下
の
子
供
や
、
生
活
保
護

世
帯
、
均
等
割
世
帯
、
非
課
税
世
帯

の
人
は
無
料
で
す
。

●
問
診
票

有
料
の
人
は
各
医
院
の
窓
口
に
お
い

て
あ
り
ま
す
。
無
料
の
人
は
役
場
健

康
対
策
係
の
窓
口
ま
で
取
り
に
来
て

と　き　5月23日　祝6：30～9：∞

ところ　小倉北区浅野新幹線口

ＫＭＭビル4階第4会議室

問い合わせ　国際協力事業団九州支部

きく092）451－3380

く
だ
さ
い
。

●
こ
ん
な
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
んじん

▽
熱
の
あ
る
人
　
▽
心
臓
・
腎
臓
・

肝
臓
な
ど
に
慢
性
の
病
気
が
あ
る
人

▽
病
後
で
体
が
弱
っ
て
い
る
人
　
▽

し

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

す

い

と

え

ノ

風
疹
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
水
痘
な
ど

に
か
か
っ
て
、
一
か
月
以
上
経
っ
て

な
い
人
　
▽
ケ
イ
レ
ン
（
ひ
き
つ
け
）

を
起
こ
し
て
一
年
以
上
経
っ
て
な
い

人
　
▽
現
在
妊
娠
し
て
い
る
人
　
そ

の
ほ
か
、
心
配
な
点
は
か
か
り
つ
け

の
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

住
宅
金
融
公
庫
の
個
人
向
け
住
宅
融

資
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

●
受
付
期
間
　
6
月
2
3
日
ま
で

●
金
　
利
　
住
宅
の
面
積
に
よ
り
四
・

四
％
、
四
・
七
％
、
四
・
九
五
％

●
融
資
額
　
建
築
面
積
や
構
造
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
百
二
十
五
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
の
木
造
住
宅
を
建
設

す
る
場
合
は
一
千
万
円
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
8
1
0
福
岡
市
中
央
区
天
神
四
丁
目
1

番
3
7
号
　
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店

宙

（

0

9

2

）

7

2

2

局

5

0

1

1

番

「
働
き
た
い
な
」
と
思
っ
て
い
る
家

庭
の
主
婦
を
対
象
に
、
技
術
講
習
会
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
技
術
を
身
に

つ
け
る
と
、
就
職
や
内
職
に
た
い
へ
ん

有
利
に
な
り
ま
す
。

●
講
習
科
目
・
定
員

販
売
事
務
・
手
描
き
Ｐ
Ｏ
Ｐ
　
加
入

●
講
習
期
間
　
6
月
1
4
日
か
ら
8
月
2

日
ま
で
の
2
1
日
間
（
毎
週
月
・
水
・
金
）

●
受
講
時
間
　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
の
一
日
5
時
間

●
受
講
料
　
教
材
費
以
外
は
無
料

●
会
　
場
　
戸
畑
区
汐
井
町
ｌ
番
1
号

戸
畑
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル

●
申
し
込
み
期
間
　
5
月
2
2
日
と
2
3
日

の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
、

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

飯
塚
市
新
立
岩
8
番
1
号
　
福
岡
県

婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所

宙

（

0

9

4

8

）

2

3

局

4

1

5

6

番

腰ｌｌｌゝ
．11

県
で
は
、
保
母
の
資
格
試
験
を
行
い

ま
す
。
希
望
者
は
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●

試

験

日

　

8

月

2

日

～

8

月

4

日

●
試
験
会
場
　
第
一
保
育
短
大
と
第
一

経
済
大
学
（
太
宰
府
市
五
条
）

●
願
書
受
付
　
6
月
9
日
か
ら
1
9
日
ま

で
遠
賀
福
祉
事
務
所
（
雷
6
0
1
局

2
1
2
1
番
）
で
受
付
。
願
書
は
6

月
1
日
か
ら
お
渡
し
し
ま
す
。

．戚

10



自
動
車
事
故
の
被
害
者
の
家
族
に
、

国
が
無
利
子
で
育
成
資
金
の
貸
し
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
　
自
動
車
事
故
で
死
亡
ま
た

は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
人
の

子
供
（
0
歳
か
ら
中
学
校
を
卒
業
す

る
ま
で
）
で
、
そ
の
保
護
者
が
住
民

税
を
納
め
て
な
い
な
ど
、
一
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。

●
貸
付
金
額
　
は
じ
め
に
一
時
金
と
し

て
十
三
万
五
千
円
。
貸
付
期
間
中
は

毎
月
一
万
六
千
円
。
小
中
学
校
入
学

時
に
三
万
七
千
円
。

●
貸
付
期
間
　
中
学
校
卒
業
ま
で

●
返
還
方
法
　
2
0
年
以
内
の
均
等
払

●
問
い
合
わ
せ
先
　
詳
し
い
こ
と
は
、

〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
三
丁

目
1
0
－
1
7
陸
運
会
館
ビ
ル
三
階
　
自

動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
業
務
課
へ

℡

（

0

9

2

）

4

5

1

局

7

7

5

1

番

福
岡
県
贅
と
交
通
安
全
協
会
で
は
、

優
艮
自
動
草
運
転
者
表
彰
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
表
彰
の
穂
別

優
良
自
動
車
運
転
者
金
章
、
銀
章
な

ど
4
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
資
格

①
現
に
自
動
車
の
運
転
に
従
事
し
て

い
る
県
内
の
人

⑧
普
通
免
許
以
上
の
免
許
を
受
け
て

い
る
人

⑧
　
優
良
自
動
車
運
転
者
の
銀
章
の

表
彰
は
、
運
転
継
続
年
数
が
1
0
年
以

上
で
、
無
事
故
、
無
違
反
で
あ
る
こ

と
。
そ
の
他
の
表
彰
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
年
数
の
条
件
が
あ
り
ま
す

●
申
し
込
み
期
限
　
6
月
9
日

●
問
い
合
わ
せ
先
　
詳
し
く
は
、
折
尾

警
察
署
交
通
総
務
係
へ
お
尋
ね
く
だ

さ

い

。

⑪

6

9

1

局

0

3

3

1

番

電鰍瘡を励ます
公売される電話

加入権は、税金の

滞納者から差し押

えたものです。代

金は滞納税金に充

てられます。

なお、電話番号

は変更できます。

♭と　き　5月30日次）午前用時から

♭ところ　役場1階182会議室

♭公売物件　電話加入権5台程度

臣公売方法　入札

♭公売代金の納付　当日納付に限ります。

臣問い合わせ　役場税務課納税係

℡201局4321番（内線116）

福
岡
国
税
局
で
は
、
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格
　
昭
和
3
7
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
大
学
卒
業
程
度
）

●
受
付
期
間
　
5
月
1
6
日
か
ら
以
日

●
試
験
日
　
7
月
8
日
と
7
月
9
日

●
試
験
会
場
　
福
岡
市
南
区
大
桶
三
丁

目
　
福
岡
大
学
高
宮
校
舎

●
問
い
合
わ
せ
先

〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁

目
1
1
番
1
号
　
福
岡
国
税
局
人
事
第

二

課

魯

（

0

9

2

）

4

1

1

局

0

0

3
1
番
ま
た
は
若
松
税
務
署
魯
7
6

1

局

2

5

3

6

番

へ

。

水
巻
美
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み
収

集
車
の
運
転
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
履
歴
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
人
員
　
4
0
歳
ま
で
の
男
子
一
人

●
資
格
　
普
通
運
転
免
許
が
あ
る
人

●
待
遇
　
面
談
に
て
。
賞
与
年
二
回
、

各
種
保
険
、
退
職
金
制
度
あ
り
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
水
巻
町
吉
田
二
七

〇
六
－
一
　
（
有
）
水
巻
美
化
セ
ン

タ

ー

骨

2

0

1

局

1

3

7

5

番

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し
と
し
て

●
立
屋
敷
　
　
故
・
石
津
フ
ミ
子
様

石
津
家
　
　
様

●
吉
田
団
地
　
故
・
杉
本
カ
メ
ノ
様

杉
本
　
富
雄
様

●
高
松
団
地
　
故
・
中
野
　
　
守
様

中
野
キ
ヨ
子
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
阿
部
ケ
サ
ミ
様

銭
花
　
貞
子
様

●
頃
末
　
　
故
・
江
藤
　
　
秋
様

江
藤
伝
左
工
門
様



れようとしている

日

　

本

　

康

　

砿

　

仙

「
日
炭
の
最
後
」

昭
和
四
十
年
、
日
炭
は
一
砿
の
閉
山
に
よ
っ
て
浅
川
三
砿
と
二
島

あ
ま
す
み

砿
業
所
（
の
ち
の
若
松
砿
業
所
）
だ
け
と
な
り
、
い
よ
い
よ
蟹
住
地

区
の
開
発
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
範
囲
は
高
須
か
ら
二
島
ま
で
の
四

・
五
キ
ロ
と
北
は
宇
部
鉱
区
ま
で
で
、
採
炭
可
能
量
は
四
千
五
百
万

ト
ン
、
今
後
二
十
年
間
は
採
炭
が
可
能
と
推
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
に
は
北
九
州
市
と
地
域
住
民
の
猛
烈
な
反
対
に
あ
い
、
最
後
は

政
府
の
介
入
に
よ
っ
て
採
炭
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

北
九
州
市
に
し
て
み
れ
ば
、
二
島
砿
業
所
か
ら
の
鉱
産
税
は
年
間

五
千
万
円
入
っ
て
い
た
の
が
、
閉
山
に
な
れ
ば
ゼ
ロ
に
な
る
ば
か
り

か
、
道
路
、
河
川
な
ど
の
公
共
施
設
の
鉱
害
復
旧
工
事
も
、
今
ま
で

国
と
日
炭
で
負
担
し
て
い
た
の
を
、
市
が
日
炭
に
か
わ
っ
て
二
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
日
炭
従
業
員
二
千
人
の

う
ち
市
内
の
炭
住
に
住
む
約
七
百
人
は
市
民
で
あ
る
の
で
、
閉
山
と

も
な
れ
ば
早
急
に
離
職
者
の
対
策
を
た
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
と
こ
ろ
が
北
九
州
市
の
妥
協
し
た
本
音
で
あ
っ
た
。
幸
い
当
時

の
北
九
州
市
長
は
、
終
戦
直
後
に
日
炭
で
勤
労
部
長
を
し
て
い
た
吉

田
法
曙
で
、
彼
の
地
域
住
民
に
対
す
る
説
得
も
大
い
に
あ
ず
か
っ
て

い
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
妥
結
に
よ
っ
て
日
炭
は
、
四
十
年
に
直
径
五
・
五
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
六
百
五
十
メ
ー
ト
ル

の
通
気
竪
坑
を
蟹
住
に
開

坑
し
、
四
十
二
年
に
は
月

十
七
万
ト
ン
を
出
荷
し
た

が
、
当
時
の
菊
池
社
長
は

年
頭
の
辞
に
お
い
て
「
過

去
十
年
間
で
最
も
苦
し
か

っ
た
の
は
、
三
十
六
年
の

百
日
ス
ト
と
三
十
九
年
の

施
業
案
の
不
認
可
」
と
、

い
わ
し
め
た
は
ど
将
来
の

見
透
し
は
明
る
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
こ
ろ

か
ら
産
業
界
の
石
炭
離
れ

が
ひ
ど
く
な
り
、
政
府
に

お
い
て
は
石
炭
が
国
の
基

本
産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

石
炭
再
建
整
備
法
案
を
四
十
二
年
七
月
に
国
会
で
可
決
し
て
、
こ
れ

の
援
助
に
乗
り
出
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
石
炭
産
業
は
、
も
は
や
私

企
業
の
限
界
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
自
立
す
る
条
件
を
失
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
四
十
三
年
に
な
る
と
従
業
員
の
な
か
に
は

炭
鉱
に
見
切
り
を
つ
け
て
退
職
す
る
者
が
多
く
な
り
、
四
十
四
年
に

は
二
十
九
年
間
つ
づ
い
た
浅
川
鉱
業
所
（
三
砿
）
が
閉
山
さ
れ
て
、

日
炭
は
若
松
砿
業
所
の
一
社
一
山
と
な
っ
た
。
し
か
し
採
炭
だ
け
は

不
況
の
な
か
に
あ
っ
て
好
調
を
つ
づ
け
て
い
た
の
で
、
四
十
五
年
二

月
、
将
来
に
夢
を
託
し
た
日
炭
は
、
政
府
の
仲
介
で
響
灘
の
宇
部
鉱

区
を
買
収
し
て
、
海
底
炭
田
の
採
掘
を
計
画
し
た
。

そ
の
宇
部
鉱
区
は
、
日
炭
の
鉱
区
に
隣
接
し
た
脇
ノ
浦
、
脇
田
、

岩
屋
、
山
鹿
の
隣
接
鉱
区
と
、
そ
の
北
に
展
開
す
る
海
底
鉱
区
の
合

計
面
積
一
億
九
千
ア
ー
ル
で
、
石
炭
埋
蔵
量
は
陸
地
で
二
千
九
百
万

ト
ン
、
海
底
で
は
実
に
一
億
二
千
万
ト
ン
と
推
定
さ
れ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
炭
は
今
後
数
十
年
間
は
採
炭
が
可
能
と
の
結

つ

論
に
達
し
、
労
資
共
に
洋
々
た
る
前
途
に
士
気
は
天
を
衝
く
も
の
が

あ
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
に
よ
っ
て
会
社
は
、
次
の
春
闘
に
お
い
て
は

大
手
な
み
の
賃
上
げ
を
予
定
し
、
ま
た
以
前
か
ら
懸
案
で
あ
っ
た
炭

住
の
共
同
便
所
を
、
四
十
八
年
に
二
億
円
の
予
算
を
計
上
し
て
廃
止

す
る
計
画
を
た
て
た
。

と
こ
ろ
が
宇
部
鉱
区
の
買
収
か
ら
十
カ
月
を
す
ぎ
た
四
十
五
年
春
、

日
炭
を
閉
山
に
追
い
込
む
大
き
な
問
題
に
直
面
し
た
。
そ
れ
は
以
前

か
ら
問
題
に
な
っ
て
い
た
、
大
気
中
の
硫
黄
酸
化
物
の
公
害
規
制
が

強
化
さ
れ
て
、
硫
黄
分
の
多
い
蟹
住
地
区
の
石
炭
は
売
れ
な
く
な
っ

て
き
た
。
つ
ま
り
若
松
炭
は
、
北
進
す
る
に
し
た
が
っ
て
硫
黄
分
が

多
く
な
り
、
四
十
五
年
四
月
の
採
炭
で
は
一
二
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
（
重

油
換
算
で
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
、
高
松
炭
を
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
上
回

る
高
い
含
有
率
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
日
炭
で
は
、
若
松
炭
の
硫
黄
分
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、

硫
黄
分
の
少
な
い
筑
豊
炭
を
月
に
約
一
万
五
千
ト
ン
購
入
し
て
、
こ

れ
に
混
入
し
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
条
件
に
見
合
う
筑
豊
炭
が
思
う

よ
う
に
入
荷
せ
ず
、
そ
の
た
め
発
電
所
へ
の
出
荷
が
遅
れ
る
事
態
が

発
生
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
四
十
五
年
九
月
、
ま
ず
中
国
電
力
新
宇
部

発
電
所
が
引
き
取
り
を
拒
否
し
た
の
に
つ
づ
い
て
、
各
発
電
所
が
つ

ぎ
つ
ぎ
と
契
約
を
破
棄
し
て
い
っ
た
。

し
た
が
っ
て
四
十
五
年
春
に
は
、
出
荷
待
ち
の
混
合
炭
は
一
万
ト

ン
程
度
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
年
末
に
な
る
と
十
八
万
ト
ン
に
ふ
く

れ
あ
が
り
、
そ
の
う
え
、
採
掘
し
た
若
松
炭
も
三
万
ト
ン
が
野
積
み

さ
れ
て
、
毎
月
の
赤
字
は
一
億
円
に
達
し
た
。

さ
ら
に
資
金
繰
り
に
お
い
て
も
、
時
価
百
三
十
億
円
と
評
価
さ
れ

た
約
百
二
十
万
坪
の
土
地
は
、
長
期
短
期
の
約
百
億
円
の
銀
行
債
務

の
担
保
に
入
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
処
分
し
て
の
資
金
調
達
は
不

可
能
に
な
り
、
そ
の
た
め
資
金
繰
り
は
極
度
に
悉
化
し
た
。
し
た
が

′

っ
て
最
後
の
四
十
五
年
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
と
給
料
の
一
億
六
千
万
円

は
、
労
組
を
通
じ
て
福
岡
県
労
働
金
庫
か
ら
借
り
て
、
か
ろ
う
じ
て

支
給
し
た
が
、
九
州
電
力
の
電
力
料
金
一
億
三
千
万
円
は
未
納
の
ま

ま
で
年
を
越
し
、
年
明
け
の
閉
山
は
さ
け
ら
れ
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

昭
和
四
十
六
年
二
月
十
五
日
、
つ
い
に
き
た
る
べ
き
と
き
が
き
た
。

日
炭
は
石
炭
鉱
業
合
理
化
事
業
団
に
対
し
「
若
松
鉱
業
所
を
三
月
末

を
も
っ
て
一
般
閉
山
し
た
い
」
と
の
申
請
書
を
提
出
し
た
。
そ
し
て

窮
迫
し
た
資
金
繰
り
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
生
産
業
務
を
直
ち
に
閉

山
業
務
へ
切
り
換
え
て
い
っ
た
。

当
時
の
閉
山
を
説
明
す
る
に
、
石
炭
鉱
業
合
理
化
臨
時
措
置
法
に

も
と
づ
い
て
、
「
特
別
閉
山
」
と
「
一
般
閉
山
」
と
が
あ
っ
た
。
特

別
閉
山
と
は
、
「
閉
山
す
る
炭
鉱
を
政
府
で
整
理
す
る
か
わ
り
に
、

会
社
は
鉱
業
権
を
放
棄
し
、
鉱
害
復
旧
な
ど
の
債
務
事
業
は
す
べ
て

政
府
で
お
こ
な
う
」
、
い
わ
ゆ
る
無
資
力
の
閉
山
を
い
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
一
般
閉
山
は
「
炭
鉱
は
閉
鎖
す
る
が
企
業
は
存
続
し
て
資
産

整
理
を
お
こ
な
い
、
債
務
事
業
に
つ
い
て
は
政
府
と
共
同
出
資
し
て
、

そ
の
事
業
を
企
業
が
代
行
す
る
」
、
い
わ
ゆ
る
有
資
力
の
閉
山
を
い

っ
た
。と
こ
ろ
が
日
炭
は
、
施
業
案
認
可
請
願
を
政
府
が
却
下
し
た
こ
と

か
ら
、
公
害
復
旧
工
事
な
ど
の
債
務
事
業
は
、
全
額
を
政
府
が
出
資

す
る
無
資
力
扱
い
に
し
、
こ
れ
を
日
炭
が
業
務
の
代
行
を
す
る
と
い

う
、
最
も
条
件
の
よ
い
特
殊
な
閉
山
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

三
十
九
年
に
折
尾
東
部
地
域
の
採
掘
を
、
政
府
に
対
し
て
無
理
押
し

し
た
成
果
が
、
こ
こ
で
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

な
お
、
中
間
市
の
大
正
鉱
業
は
特
別
閉
山
で
あ
る
が
、
日
炭
は
膨

大
な
不
動
産
を
所
有
し
て
い
た
の
で
、
一
般
閉
山
が
有
利
で
あ
る
と

判
断
し
た
と
思
う
が
、
し
か
し
地
域
住
民
か
ら
す
れ
ば
決
し
て
有
利

で
あ
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
特
別
閉
山
に
な
る
と
炭
鉱
の

所
有
す
る
資
産
整
理
は
政
府
が
お
こ
な
う
の
で
、
地
方
行
政
や
地
域

住
民
に
対
す
る
福
祉
を
優
先
し
、
そ
の
う
え
住
民
へ
の
宅
地
開
発
も

促
進
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
と
こ
ろ
が
日
炭
は
、
閉
山
し
て
十
八
年

を
経
過
し
た
今
日
に
お
い
て
も
、
ま
だ
跡
地
の
開
発
は
未
完
の
ま
ま

で
、
こ
れ
は
早
く
終
了
し
た
大
正
鉱
業
と
は
対
照
的
で
、
こ
こ
に
地

域
住
民
の
日
炭
へ
の
不
満
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
つ
づ
く
）

（
文
）
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